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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

来 庁 受 付　１１月７日（火）、８日（水）
郵 送 受 付　１１月２日（木）まで　※消印有効
電 子 申 請　１１月２日（木）午後５時まで
１次選考日　１１月１９日（日）
採 用 予 定　２００７年４月１日以降

町田市職員募集

社　会　人　経　験　者　対　象
受　　験　　資　　格募集人員職　　　　　種

一級建築士の有資格者で構造
計算及び構造設計ができる方１９７０（昭和４５）年４月２日から

１９７８（昭和５３）年４月１日まで
に生まれた方で、学校卒業後
の民間企業等における職務経
験が５年以上ある方

若干名建 築 技 術 （イ）

一級建築士有資格者若干名建 築 技 術 （ロ）
若干名土 木 技 術
若干名機 械 技 術
若干名電 気 技 術

身　体　障　が　い　者　対　象
受　　験　　資　　格募集人員職　　　　　種

自力により通勤ができ、かつ介護者なしに職務の遂行が可能
な方で、次のすべての要件を満たす方
①身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付
を受けている方
②１９８０（昭和５５）年４月２日から１９８９（平成元）年４月１
日までに生まれた方
③通常の勤務時間（原則として週４０時間、１日８時間）に
対応できる方

若干名一 般 事 務
（Ⅲ類　高校卒程度）

保　 育　 士 、　 保　 健　 師
受　　験　　資　　格募集人員職　　　　　種

１９８３（昭和５８）年４月２日以後に生まれた方で保育士の資格
を有し都道府県知事の登録を受けた方または２００７年春まで
に登録される見込みの方

若干名保 育 士

１９７１（昭和４６）年４月２日以後に生まれた方で保健師の資格
を有する方または２００７年春までに取得見込みの方若干名保 健 師

医　　　　　　療　　　　　　職
受　　験　　資　　格募集人員職　　　　　種

診療放射線技師の資格を取得
後、実務経験を有する方

１９７６（昭和５１）年４月２日以後
に生まれた方

１人診療放射線技師（イ）

診療放射線技師の資格を有す
る方または２００７年春までに取
得見込みの方

１人診療放射線技師（ロ）

臨床検査技師の資格を有する
方または２００７年春までに取得
見込みの方

１人臨 床 検 査 技 師

臨床工学技士の資格を有する
方または２００７年春までに取得
見込みの方

１人臨 床 工 学 技 士

看護師の資格を有する方また
は２００７年春までに取得見込み
の方

１９６６（昭和４１）年４月２日以後
に生まれた方１０人程度看　 護　 師

１．全ての職種とも地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方は受験できません。
２．試験は活字印刷文で行います。
３．全職種とも募集要項をよくお読みの上お申し込み下さい。
　募集要項と申込書は市役所、各市民センターで配布しています。また町田市ホームページからも 
ダウンロードできます。お問い合わせは、職員課（11７２２・３１１１内線２２４１・２２４２）へ。
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月　

日
付
で
次
の
と
お
り
市
の
人

１０

１６

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
（
部
長
級
、
カ

ッ
コ
内
は
旧
職
）
。

　

企
画
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健
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福
祉
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▽
企
画
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政
策
審
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▽
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兼
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▽
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務
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掃
事
業

部
長
）
牧
田
惠
次

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
東
京
都

１０

２２

３１

及
び
近
隣
３
県
（
埼
玉
県
・
千
葉
県
・

神
奈
川
県
）
及
び
４
政
令
指
定
都
市

（
横
浜
市
・
川
崎
市
・
千
葉
市
・
さ
い

た
ま
市
）
で
、
一
斉
に
「
駅
前
放
置
自

転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
す
。

【
放
置
自
転
車
の
取
り
組
み
】

　

市
で
は
、
昨
年
度
１
７
６
回
の
放
置

自
転
車
・
バ
イ
ク
の
撤
去
を
実
施
し
、

そ
の
数
は
、
自
転
車
１
万
８
４
４
台
、

バ
イ
ク
１
２
７
９
台
、
合
計
１
万
２
１

２
３
台
に
も
上
り
ま
す
。

　

今
年
６
月
の
調
査
で
は
、
町
田
駅
周

辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
・
バ
イ
ク
は

７
２
０
台
で
、
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ

若
干
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
夕
方
な
ど

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う
時
間
帯
や
、
駅

か
ら
離
れ
た
路
地
に
は
、
依
然
と
し
て

放
置
さ
れ
た
自
転
車
等
が
あ
ふ
れ
、
環

境
悪
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
膨
大
な
数
の
放
置
を
少
し
で
も

解
消
す
る
た
め
、
次
の
３
施
設
の
自
転

車
駐
車
場
で
は
、
ご
利
用
２
時
間
ま
で

無
料
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

○
原
町
田
三
丁
目
自
転
車
駐
車
場

○
原
町
田
四
丁
目
自
転
車
駐
車
場

○
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
自
転
車
駐
車
場

【
歩
道
は
歩
行
者
の
も
の
で
す
】

　

歩
道
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
・

バ
イ
ク
は
、
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
の

支
障
に
な
り
、
街
の
美
観
も
損
な
い
ま

す
。
ま
た
、
火
災
発
生
時
な
ど
に
緊
急

車
両
の
通
行
や
、
避
難
・
救
助
活
動
の

妨
げ
に
な
り
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
要
因
に
な
り
ま
す
。

【
指
導
・
撤
去
を
強
化
し
ま
す
】

　

こ
の
期
間
中
、
放
置
自
転
車
問
題
を

広
く
市
民
に
訴
え
る
た
め
、
放
置
自
転

車
・
バ
イ
ク
の
撤
去
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
車
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、

駅
周
辺
の
放
置
場
所
で
の
指
導
・
チ
ラ

シ
の
配
布
に
よ
り
、
放
置
の
自
粛
や
駐

輪
場
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
町
田
駅
周
辺
に
は
、
自
転
車
約
５
５

０
０
台
、
バ
イ
ク
約
２
０
０
０
台
の
駐

輪
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
公

営
自
転
車
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

【
市
民
の
声
を
紹
介
し
ま
す
】

○
鶴
川
駅
周
辺
で
は
、
多
く
の
自
転
車

や
バ
イ
ク
が
日
常
的
に
放
置
さ
れ
て
い

駅前放置自転車
クリーンキャンペーン
困ります！
自転車置き去り

知らんふり！

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国（
北
朝
鮮
）に
よ
る

地
下
核
実
験
へ
の
抗
議
に
つ
い
て

政
府
に
要
請
し
ま
し
た

　町田市と町田市議会は１０月１３日、安倍晋三内閣総理
大臣、麻生太郎外務大臣に対し石阪丈一町田市長、 
黒木一文町田市議会議長の連名で北朝鮮による地下 
核実験への抗議について下記のとおり要請しました。

□問
 

秘　

書　

課

　

11
７
２
４
・
２
１
０
０

□問
 

議
会
事
務
局

　

11
７
２
４
・
２
１
７
１

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）による

地下核実験への抗議について

　北朝鮮は、１０月９日に地下核実験を実施したと発

表した。このことは、我が国を含む極東地域の平和

と安全に対する大きな懸念材料となっている。

　北朝鮮は、これまでにも日本人拉致事件や弾道ミ

サイルの発射など国際秩序を乱す行為を度々行なっ

ており、また、我が国をはじめ関係各国が６カ国協

議を中心として、あらゆる機会に核兵器の開発を断

念するよう求めてきた努力を踏みにじる、重大な国

際社会への挑戦とみなさざるを得ない。

　我が国は世界唯一の被爆国として、非核三原則を

唱えるなど、この地球上からの核兵器の廃絶を願う

国際社会の先頭に立って行動してきた。また、町田

市においては、昭和５８年（１９８３年）２月１日に「町

田市非核平和都市宣言」を行い、非核三原則の完全

実施とあらゆる国のあらゆる核兵器の廃絶を全世界

に向かって訴えてきたところである。

　今回の北朝鮮の行動は、このような国際社会の願

いに反するものであり、いかなる理由があろうとも

正当化されるものではない。

　政府におかれては、今回の北朝鮮の核実験宣言に

対し、いち早く行動をとられ、さまざまな外交努力

を続けておられるが、今後とも各国と結束し、北朝

鮮の核全面放棄に向けて、６カ国協議への北朝鮮の

復帰も含め、国民の平和と安全を確保されるべく行

動されることを重ねて要請するものである。

　

国
際
協
力
機
構
が
行
な
っ
て
い
る
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
町
田
市
に
お
住
ま
い
の
金
木
勝
美
さ
ん
の
派
遣

が
決
ま
り
出
発
を
前
に
し
て
石
阪
市
長
に
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

金
木
さ
ん
は

ブ
ー
タ
ン
で
無

線
通
信
技
術
の

指
導
に
従
事
し

ま
す
。
任
期
は

２
年
で
す
。

シニア海外ボランティアシニア海外ボランティア

派 遣派 遣

金木勝美さん

　日本の秋を代表する花「菊」の鑑賞
に、薬師池公園にぜひおいで下さい。
　町田市菊花会による菊苗販売、七国
山ふれあいの里組合による野菜の販売
等も行なわれます。
○期日　１１月１日（水）～８日（水）
○時間　午前８時３０分～午後４時
○会場　薬師池公園芝生広場
○内容　盆養、盆栽、懸がい作り等
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰビ
ル先２１番乗り場から本町田経由野津田
車庫行きか本町田経由鶴川駅行きバス
で「薬師ヶ丘」下車

□問 公園緑地課11７９３・７６１１

第１３回第１３回

町田市菊花展町田市菊花展

て
、
通
行
に
危
険
で
す
。
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
（
能
ヶ
谷　

男
性
）
。

○
町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
放
置
自

転
車
が
な
く
な
り
安
心
し
て
歩
け
ま
す

（
矢
部
町　

女
性
）
。

○
大
型
バ
イ
ク
の
駐
輪
場
を
も
う
少
し

増
や
し
て
下
さ
い
（
本
町
田　

男
性
）。

○
歩
道
上
の
バ
イ
ク
に
ぶ
つ
か
り
け
が

を
し
ま
し
た
（
高
ヶ
坂　

女
性
）
。

□問
 

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３
６


